
 
 
 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://homepage2.nifty.com/shayuu-iba/ 
１

茨城支部からのお知らせ 
＊第 58-3 回 日立社友クラブ理事会報告 
１．開催日：平成 21 年 6 月 4日(木)  
２．議 事：会員候補者から 57 名が入会許可され、会

員数は 4,876 名となった。 
・諸般の情勢あるも 09 年度社友クラブ総会はほぼ昨

年通りの内容で 10 月に実施予定。 
＊第 21-4 回 茨城支部役員会報告 
１．開催日：平成 21 年 6 月 9日(火)  
２．議 事：新入会員候補２名の入会が承認された。
・「日立理科クラブ」の開所式が去る 5月 9日(土)

  行われた。 

１．日 時：平成21年5月22日(金) 11：10～14：30 
２．場 所：ホテル天地閣(日立市) 
３．出席者：158 名 

第第110077回回    茨茨城城支支部部総総会会

茨 城 支 部 便 り

第 ２８ 号 
２００９年７月２０日 

編集兼発行人 

藤森 好則 

４. 総会・行事概要 
 ①支部長挨拶･･･････････････ 佐藤 一男 支部長 
 ②支部役員一部改選 

・森 俊郎副支部長退任、後任藤森好則氏 
・小松弘二監事退任、後任森 俊郎前副支部長 
・大甕地区役員白石久敬氏退任、後任伊東 将氏 

③支部活動及び同好会活動報告･･････黒梅弘嗣副支
部長並びに谷中雅雄同好会幹事長よりパソコン技
術を駆使し、趣向をこらした報告がなされた。 

④支部決算・監査報告‥‥‥‥‥小松弘二監事 
⑤米寿盃・喜寿祝者紹介、物故者への黙祷 

 ⑥会社概況説明‥‥‥‥(株)日立製作所日立事業所
石塚達郎 事業所長 

５．懇親会：出席者を代表して大和田 勤会員より、 
 「元気の源は大声を出すこと」のお話が披露された
 あと乾杯の音頭で懇親会に入った。近況や昔の思い
 出話、更に最近の厳しい世相の話など、杯が進むに
 つれて次第に歳を忘れて現役時代の自分に戻り、約

２時間、楽しいひと時を過ごすことができた。最後に
藤森好則副支部長の音頭により１本締めでお互いの健
康と再会を約して散会した。 

大和田 勤会員の音頭で乾杯 

佐藤支部長挨拶「苦境の中、頑張っている現役
への応援をお願いしたい。」 

撮影者；淺川 茂 
撮影日；平成１9年 6月 16 日 
使用カメラ；ニコン・coolpix7900 シャッタ
ー速度 1/810 秒 絞り F4.8 焦点距離 7.8

撮影場所；南アルプス鳳凰三山の薬師岳 
撮影余話；古希を迎えた記念に日本百名山登
頂を目指してから、66 座目の鳳凰三山に梅
雨入りの翌日小雨降る中登りはじめたが、
夜叉神峠に着く頃は全天快晴最高の縦走で
した。薬師岳頂上から右より、日本第二の
高峰 北岳・間の岳・農鳥岳の白峰三山の眺
望です。私の故郷北杜市では白根三山と言
っています。その後 33 座登り、あと 1 座北
アルプスの笠ヶ岳 2898ｍを残すだけとな
った。最近体調不良ですが、リハビリに努
め、喜寿の記念日迄には登りたい。 

 「理科室のおじさん」大人気！  
日立理科クラブは、日立市の小学校６校へ「理

科室のおじさん」の派遣を始めました。理科の実
験のお手伝いを中心に、先生の手足となり、また
子どもたちの「おじさん」にもなり、引っ張りだ
この大人気です。２学期から更に４校以上増やす
予定です。 
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ラ イ ブ ス チ ー ム を 楽 し む
《私にとっての「天地人」》             三 井  宣 夫 

会員投稿（第２６回）

現
役
時
代
は
水
戸

工
場
エ
レ
ベ
ー
タ
部

で
し
た
が
、
隣
の
車

両
部
の
製
品
に
は
少

な
か
ら
ず
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
退
職
後
の
平
成
十
八
年
に
国

立
科
学
博
物
館
の
調
査
員
を
し
た
と
き
の

仲
間
に
ボ
イ
ラ
ー
の
専
門
家
が
い
て
、
彼

の
蒸
気
機
関
の
歴
史
話
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
突
然
、
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い

た
ラ
イ
ブ
ス
チ
ー
ム
（
模
型
蒸
気
機
関
車
）

を
や
っ
て
見
よ
う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
ラ
イ
ブ
ス
チ
ー
ム
は
結
構

お
金
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
博
物
館
の
仕
事
が
終
る
と
時
間
の

余
裕
が
出
来
る
し
、
こ
れ
か
ら
先
ど
の
く

ら
い
生
き
ら
れ
る
か
知
れ
な
い
の
だ
か

ら
、
好
き
な
こ
と
を
や
り
た
い
も
の
だ
と

い
う
思
い
か
ら
家
内
を
説
得
し
て
つ
い
に

キ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

キ
ッ
ト
は
大
阪
の
模
型
エ
ン
ジ
ン
メ
ー

カ
ー
に
発
注
し
、
四
月
末
の
大
安
の
日
を

き
め
て
組
立
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
毎
日
、
時
間
が
あ
れ
ば
組
立
に
没
頭

し
、
ゴ
ル
フ
や
仲
間
の
集
ま
り
に
も
何
度

か
は
「
不
時
の
来
客
あ
り
欠
席
」
な
ど
と

口
実
を
つ
く
っ
て
続
け
ま
し
た
。 

機
関
車
の
組
立
は
八
畳
の
客
間
に
工
事

用
の
青
い
シ
ー
ト
を
敷
き
詰
め
て
、
座
卓

を
作
業
台
と
し
ま
し
た
。
着
手
か
ら
約

二
・
五
ヶ
月
で
完
成
し
た
機
関
車
は
約
七

十
五
㎏
の
重
さ
が
あ
り
一
人
で
は
外
に
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
隣
の
日
立
系
の

シ
ニ
ア
二
人
に
応
援
を
お
願
い
し
て
な
ん

と
か
運
び
出
し
ま
し
た
。 

こ
れ
が
縁
と
な
り
機
関
車
に
興
味
の
あ

る
近
所
の
シ
ニ
ア
七
人
の
グ
ル
ー
プ
が
で

き
、
住
ん
で
い
る
所
の
地
名
を
取
っ
て
「
片

岡
庭
園
鉄
道
ク
ラ
ブ
」（
岡
鉄
ク
ラ
ブ
）
と

し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
こ

と
を
確
認
し
ま
す
。
当
日
は
全
員
で
運
転

開
始
の
約
一
・
五
時
間
前
か
ら
準
備
を
始

め
、
機
関
車
の
搬
出
、
本
線
上
へ
の
設
置
、

給
水
を
行
い
、
こ
こ
ま
で
が
約
一
時
間
で

す
。
こ
の
間
に
線
路
の
点
検
、
会
場
の
整

備
を
行
い
ま
す
。 

次
に
、
木
片
を
ボ
イ
ラ
ー
に
投
入
し
て

火
を
つ
け
ま
す
。
燃
焼
具
合
を
見
な
が
ら

石
炭
を
投
入
し
て
最
終
的
に
石
炭
だ
け
で

燃
え
る
よ
う
に
し
、
蒸
気
の
発
生
を
待
ち

ま
す
。
約
三
十
分
で
蒸
気
圧
が
規
定
の

〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
に
達
し
て
、
蒸
気

逃
が
し
の
安
全
弁
が
確
実
に
作
動
す
る
の

を
確
認
し
て
、
こ
れ
で
準
備
完
了
で
す
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
何
人
か
の
子
供
や
父

兄
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
の
で
、
い
よ
い
よ

運
転
開
始
で
す
。
乗
車
は
無
料
で
希
望
者

は
乗
車
希
望
表
に
記
入
し
た
順
に
何
度
で

も
乗
車
で
き
、
一
回
の
運
転
は
線
路
を
二

周
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
交
替
で
運
転
士

と
安
全
監
視
人
を
適
宜
分
担
し
ま
す
。
運

転
中
は
蒸
気
圧
力
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に

絶
え
間
な
い
石
炭
の
投
入
と
水
面
計
を
睨

み
な
が
ら
給
水
調
整
を
行
い
ま
す
。
一
番

怖
い
の
は

水
位
低
下

に
よ
る
ボ

イ
ラ
ー
の

空
焚
き
で

す
。
こ
れ
さ

え
注
意
す

れ
ば
あ
と

の
ト
ラ
ブ

ル
は
な
ん

と
か
カ
バ

ー
で
き
ま

す
。 

し
か
し
運

転
と
安
全

三
井
宣
夫
氏 

連
絡
先 

〒3
12
-0
03
1 

ひ
た
ち
な
か
市
後
台4

22
-11

 

電
話
番
号 

02
9-
27
2-
83
26 

と
か
ら
、
裏
の
空
地
に
一
周
五
十
メ
ー
ト

ル
の
常
設
線
路
を
敷
き
、「
運
転
会
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
運
転
会
は
奇

数
月
の
第
三
日
曜
日
と
決
め
て
、
道
路
わ

き
に
看
板
を
掲
示
し
た
り
、
口
コ
ミ
で
勧

誘
し
た
り
し
て
子
供
た
ち
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
た
当
日
は
メ
ン
バ
ー
の
奥

さ
ん
達
も
応
援
し
て
く
れ
て
、
お
菓
子
や

飲
み
物
の
接
待
な
ど
で
運
転
会
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
す
。 

運
転
会
は
準
備
を
含
め
て
三
日
掛
け
で

行
い
ま
す
。
前
日
に
エ
ア
テ
ス
ト
と
点
検

を
落
と
し
て
機
関
車
の
清
掃
を
し
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
内
部
に
は
大
小
二
十
三
本
の
煙

管
が
あ
り
、
こ
れ
を
狭
い
燃
焼
口
か
ら
覗

い
て
一
本
ず
つ
確
か
め
な
が
ら
専
用
の
ワ

イ
ヤ
ブ
ラ
シ
で
煤
を
丹
念
に
取
り
除
き
ま

す
。
手
や
顔
が
煤
で
真
っ
黒
に
な
り
、
こ

れ
が
ま
た
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
意
外
と

疲
れ
る
の
で
、
こ
の
作
業
は
翌
日
元
気
を

回
復
し
て
か
ら
一
人
で
や
り
最
後
に
防
錆

ス
プ
レ
ー
を
し
ま
す
。 

こ
の
ラ
イ
ブ
ス
チ
ー
ム
は
幾
つ
か
の
偶

然
が
重
な
り
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
の
専
門

家
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
や
、
何
事
も
生
き

て
い
る
内
だ
と
決
意
さ
せ
る
定
年
後
の
精

神
状
態
の
到
来
は
、
ま
さ
に
天
の
時
で
あ

り
、
自
宅
裏
の
空
地
の
存
在
は
地
の
利
、

完成した蒸気機関車 

運転会風景 

順番を待つ間も盛り上がります 

ほ
ぼ
同
年

代
の
シ
ニ

ア
仲
間
は

人
の
和
、

そ
の
も
の

で
す
。
今

年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
は
天

地
人
で
す

が
、「
岡
鉄

ク
ラ
ブ
」

は
私
に
と

っ

て

の

｢

天
地
人
」

だ
っ
た
と

最
近
は
感

じ
て
い
ま

す
。 

を
済
ま
せ

ま
す
。
エ

ア
テ
ス
ト

は
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
の

圧
縮
空
気

を
蒸
気
の

替
わ
り
に

使
っ
て
、

機
関
車
を

か
ら
運
転

さ
せ
異
常

の
な
い
こ

岡鉄クラブの面々

に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
つ
い
水
位
の
監

視
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
油
断
が
で

き
ま
せ
ん
。 

運
転
会
が
終
了
す
る
と
ボ
イ
ラ
ー
の
火

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輩方を見ながらやっと形が出来た次第。男が料理？と
思っていたので、何と調理知識の無い自分をと痛感。
以来ご飯の炊き方、だしの採り方、トマトの皮むき、
薄/厚玉子の焼き方、煮崩れ防止、隠し包丁等の基本知
識を教わり、料理に興味が湧いて来た。何と言っても
「作り上げる迄の時間の長さ、大変さに比べ、食する
時間の何と短い事か」を実感。料理作業後、皆でそれ
を食べ乍らの談笑が一番楽しみです。一度ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
で参加して見ませんか。 

話したい。 
 帰国後にＢＷＲ商業炉の 1 号機にあたる原電敦賀の
建設にＧＥとのコーディネーターにぶち込まれ、以後
ずっと原子力をやってきた。ＧＥの現地所長はダンフ
ァーガソンという大物。日本海軍伝統のバッターに倣
って「アテンションゲッター」と書いた平板の精神注
入棒を机の傍らに置いて吼えていた。もう 1 人ビルク
ラウドという一見遊び人風の配管 Eng'r。彼はいつの間
にかＧＥ東京のキクエさんという美人を奥さんにして
次のスペインに連れて行ってしまった。その後 20 年か
ぶりにビルが嶋井さんに手紙を寄越し、それが小生の
所に廻ってきて連絡を取り合ったが、数年前にシスコ
に行った時、サンノゼのずっと南のゴルフ場に隣接の
家に家内と 1 泊して歓待を受けゴルフを楽しんだ。彼
は海兵隊出身、19 歳の時にグアムで日本兵の血染めの
日章旗を持ち帰り、敦賀の建設の時に読売新聞を通じ
て遺族に返還したいい漢だ。 
 その前にＮＹに行った時家内をワシントン広場の寮
に案内したが、外観は全く変わらないもののファンカ
ルロス 1 世記念会館としてスペイン国に身売りされて

第一回の社費留学でニューヨーク大の
院に１年間行っていた際、ダウンタウン
のど真ん中のワシントン広場に面した大
学の寮に入って 3 日目に、アメリカのお
のぼりさんに道を聞かれて面食らった。
アメリカの多様性に触れた最初のこと
だ。以下アメリカとの関わりでのことを

リレー随筆（２８）  
アメリカとの関わり 久保 英章

いてガッカリ。センチメンタルジャーニーは終わった。
 1 昨年、ロータリーのＧＳＥ(研究チーム交換)プロ
グラムで若い社会人 4人を引き連れてオハイオに丁度
1ヶ月間、1週ピッチで各人ホームステイすると言う得
難い経験をした。そこでの地区大会に、以前我が家に
ステイしたＮＹのＧＳＥ団長のジョーアーダが、奥さ
んのアイリーンを連れて車で 900 ﾏｲﾙ走って会いに来
てくれた。小生のプレゼンテーションの際紹介して満
場の拍手を貰って面目を施した。 
 オハイオの帰途ナイアガラに立ち寄り、そこからワ
シントンに行ってダレス空港からの直行便で帰国した
が、機上で隣席の男が書類を懸命に見ており、見ると
もなく見るとＵＳＡＦの制服の 6～7 人の履歴書を見
比べている。 
そこで小生の最後のホストはＵＳＡＦの法務大佐を

退職した男だとＧＳＥのブローシャーを見せて話しか
けるとテッドフィンクは聞いたことがあると！ファー
ストクラスから大男が来て 3人でキチンで話をする。
紹介された男にテッドの話をすると、エッと驚き同じ
仕事をしていた仲間でよーく知ってるという。成田で
別れるときに貰った名刺はペンタゴンの米空軍司令部
法務少将(Major General, HQ USAF Pentagon)とある。
大物中の大物だ。日本人では考えられない出会いであ
った。早速テッドにメールすると、奥さんのキャシー
からジャックライブスと同じ飛行機だったとはビック
リして気絶しそうだと返事が来た。 
全く世界は小さい。この話を荒井利冶さんにしたら、

友の友の関係を 6回辿れば大統領に行き着くとコメン
トが来た。イロイロあってゴルフと同じ、だからこそ
人生は面白い。 

３ 

同好会行事に参加して 
「ホームページの会」   三井 裕光

３年余り前｢ＨＰの会｣へ入会し、パソコン
はズブの素人でしたが、講師や受講者の皆様
のお力添えで一年余り前にホームページを
公開することが出来ました。テーマは、｢ふ

るさと・山梨県北杜市紹介｣で、自慢は掲載記事すべ
てが自前の取材記録であることです。最近ではふるさ
とを取材散策し、行政に携わっておられる方、郷土資
料館や図書館の方、更にはお寺の住職さんなどいろい
ろの方々とお会いして、情報を得るのが楽しみになっ
ています。今後も｢ＨＰの会｣の皆様と一緒に研鑽を重
ねてブラシアップして行く所存です。皆様もホームペ
ージを作り,そして自己発信しては如何でしょうか。

編集後記 支部便り発行部数約 1,100 部中、約 650 部
の配達を担っておられる茨支部会員ボランテｲアの皆
様には、支部の経費節減へのご協力に感謝申し上げま
す。ご健康に留意され今後ともご協力方よろしくお願
い申し上げます。          藤森 好則 

「野鳥自然観察」     佐野  司

     私は「野鳥自然観察会」に家内と一緒に参 
加しています。今年二人合計して 150 歳に 
なりました。毎月 1回の集まりで、同好の 
仲間と語らい、野鳥を探して、里山や、公園

や、田園を、約３時間散策するのは、心身のﾘﾌﾚｯｼｭに大
いに役立ちます。今までで一番感激したのは、2008 年 6
月 16 日の御前山探鳥会で、三光鳥(ｻﾝｺｳﾁｮｳ)を観察でき
たことです。優美な長い尾とつぶらな瞳が印象的でし
た。「月日星ホイホイホイ」の鳴き声も、木漏れ日に乗
って高い樹間に響いていました。 

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 

菊池  健
櫻井 孝員
中村  武

平成
平成
平成

21年
21年
21年

 6 月 
6 月 
6 月 

1 日 
24 日 
29 日 

享年 70 歳
享年 72 歳
享年 87 歳

「料理教室」       小池 二郎

平成 14 年 9 月、秋刀魚の蒲焼から私の料理
教室は始まった。既に５年経過で吃驚！いざ
始めて見ると包丁の入れ方、骨の外し方等先



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．定例行事予定一覧表 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

野鳥自然観察 
グループ 

藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

－    
 
 

9:00～ 
 12:00 

参加費:\200 
原則として 

雨天中止 
 28(月)  粟原 
  19(月) 赤羽緑地周辺 

囲碁の会 

日立 
地区 

安藤捷治 0294-37-0759 
s-andou@my.email.ne.jp 

12(水) 
26(水) 

9(水) 
26(土) 

14(水) 
28(水) 

東暁館別館 10:00～ 
参加費：\100/回 

大会：\1300 

勝田 
地区 

七海  清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 17(木) 15(木) 
大島コミュニティ 

センター 
09:00～ 

参加費：\200/回 
大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎  0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

― 14(月) 13(火) 山本八千代料理学院 10:00～ 参加費：\2000/回 

10(月) 28(月) 26(月) 明治商会 12:00～ 参加費:\1600/回 

卓球クラブ 
石川隆宏  0294-32-0261 
spka5da9@citrus.ocn.ne.jp 

5(水) 
26(水) 

2(水) 
16(水) 

7(水) 
14(水) 

日立体育館 
09:00～ 
  12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\2500/年 

デジカメ 
クラブ 

佐藤一男 0294-53-4573 
satoka31010@net1.jway.ne.jp 3(月) 7(月) 5(月) 

撮影会以外は 
東暁館別館 

10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

 7(金) 4(金) 2(金) 東暁館別館 
09:30～ 
  12:30 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

シニア 
ＰＣ 

 Ⅰ 大越健児 0294-37-4931 
ken-ooko@muc.biglobe.ne.jp 

24(月) 28(月) 19(月) 
東暁館別館 

10:00～ 
  15:00 

参加費：\1000/回 
昼食別途  Ⅱ 25(火) 29(火) 27(火) 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@hb.tp1.jp 

 4(火)  1(火) 6(火) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 8(火) 13(火) 東暁館別館 
10:15～ 
  15:00 

参加費：\1400/回 
昼食代含む 

極楽サロン 
島田勇一 0294-34-4467 
yshimada@ng.ejnet.ne.jp 

31(月) 17(木) 15(木) 東暁館別館 
10:15～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

25(火) 30(水) 21(水) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
  16:00 

参加費：\700/回 

ＭＭ研 
藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

28(金) 25(金) 30(金)  東暁館別館 
10:15～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

専門講座の日程＜PowerPoint 2007 勉強会：原則第１木曜日、 Illustrator CS2勉強会：原則第４木曜日＞ 

１．第２２回歴史探訪 

［結城の古跡と蕪村の足跡を辿る］ 

 結城は、徳川家康の次男秀康が 1590年に下総の結城
晴朝の養子となり 10万１千石を領して入城し種々の文
化を残した街で、俳人蕪村が愛した街でもあります。 
・開 催 日：平成 21年 9 月 10 日(木) 
・集合場所・発車時刻：神峰駐車場 8:30  

南ドライブイン 9:00 
勝田駅西口 9:40 

・会  費：4,000円（昼食代、入場料等含む） 
・募集人員：先着 40名 
・申 込 先：薄 浩八 Tel/Fax：0294-35-9121 

E-mail：k-usuki@mwa.biglobe.ne.jp  

 ２．第３９回歩こう会［海浜公園内沢田湧水地ツｱー］ 

海浜公園未開園部の“沢田湧水地”ツアーを計画しま
した。ツリフネ草等希少な自然を鑑賞してみませんか。 

・開 催 日：平成 21年 9 月 15 日(火) 
（雨天中止の場合は 10月 20日に延期） 

・集  合：海浜公園西門前 9:45集合 10:00 ｽﾀｰﾄ 
・コ ー ス：沢田湧水地ツアーコース終了後昼食 
      海浜公園内モデルコース散策 14:30 解散 

４ 

・要持参品：昼食、飲み物 
・会  費：600円但し非会員は＋300円 
（参加費 120 円、ツｱー参加費 200 円、入園料 280円） 

・駐 車 場：ジョイフル本田の駐車場利用。 
      海浜公園西駐車場利用する場合は 510円。 
・申込締切：平成 21年 8月 31日（月） 
・申 込 先：垣貞 玲吉 Tel/Fax：029-274-1727 

E-mail：ryk888@pure.ocn.ne.jp 

３．第４１回研修会［日立事業所臨海工場見学］ 

日立製作所日立事業所臨海工場内の、日立ＧＥニュー 
クリア・エナジー株式会社原子力製造部及び臨海発電所

（火力事業部が運営）を見学します。 
・開 催 日：平成 21年 9月 16日(水) 
・集合・解散：日立事業所臨海工場正門前 

ＪＲ大甕駅より徒歩約 15分 
なるべく公共交通機関をご利用下さい。 

・集合時刻：9:45  

・解散時刻：15:00頃予定 
・会  費：1,000円（昼食代他） 
・募集人員：先着 30名、期限 8月 28日（金） 
・申 込 先：小口 伊佐男 Tel/Fax：0294-37-3048 

E-mail：isao_oguchi@lake.ocn.ne.jp 

 同好会の行事ご案内(8 月～10 月) 

mailto:kikuo_wa@d1.dion.ne.jp
山田和夫
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